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友生小学校

普通教室等新設1,380.89㎡
音楽教室改修工事147.42㎡

Ｓ造　平屋(2教室）１棟・Ｓ造　２
階（６教室・図工室）　準耐火構
造

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円313,564

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅱ

対象等（何を、誰を）

友生小学校児童

（※対象件数

根拠法令・要綱等

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

22,235

教室の空きスペースを利用し、間仕切り工事により音楽室を設
置、及び校舎の空きスペースに2教室増築。H19の事業につい
ては、オープンスペースの完全普通教室化(固定ウォール・固定
ドア・黒板等の設置)を行うと共に、既存教室も含めた防音、通
風、採光に配慮した普通教室18教室及び少人数指導対応教室
へのリホームを行った。

20年度にプレハブ校舎8教室を増築する予定であったが、
児童の増加率及び国の負担金確保の関係上、20年度は当
面必要な２教室の増築に止め、21年度に普通教室６教室と
図工室を増築する。
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平成１８年度 決算内容

学級あたりの児童数が適正化され、教育環境が確保される。

(千円)
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施設整備事業

友生小学校校舎増築事業

62,012　 Σ

総合評価 事業の方向性
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事業の成果を測る指標

事業の進捗率

評価項目 ポイント

269,550

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

校舎建築時の児童数増予測を上回る急激な児童数の増加が続き、既存校舎内での対応は１９年度で限界となる。さらに２０
年度以降毎年２教室程度の教室が不足する予想である。この増加傾向は今後、１０年以上継続する見込みのため、校舎内
の改造を含めた１０教室程度の増築は必要。

友生小学校の生徒数急増により、H19は16学級・H20は18学級・H21は20学級・H22は22学級H25では24学級が見込まれ、
また、三重県では三重少人数学級を実施しており、1学級30人の学習環境を確保することにより、生徒数に対応した教育環
境が確保できる。

平成20年度で必要となる18教室を確保するため、既存校舎のオープンスペースの完全普通教室化を行った。

教室間の空きスペースを有効利用し音楽室を設置、また、校舎敷地の空きスペースを活用し増築することにより、運動場の
完全活用及び児童の安全確保が図れる。また、H21事業については、生徒数急増により国負担金が1,500千円程度見込ま
れる。
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友生小学校教室増築事業

個性を伸ばし、夢を追い求められる教育を進める
目
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Ａ 現状維持 運動場の敷地をつぶすことなく、校舎敷地のうちの空きスペース／駐車場などを活用し建設。外部グラウンドを借用せずに運動会ができ
るようになる。
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